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感
染
症
法
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
等
を
発
見
し
た
医
師
に
対
し
て
直

ち
に
保
健
所
に
通
報
す
る
こ
と
を
求
め
、
通
報
を
受
け
た
保
健
所
が
当
該
患
者
等
を
感
染
症
指
定
医
療
機
関
等
に
入
院
さ
せ
る

仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
。 

 

私
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
命
を
確
実
に
救
う
に
は
迅
速
な
医
療
提
供
が
必
要
で
あ
り
、
保
健
所
の
介
入

後
の
入
院
等
で
は
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、
保
健
所
に
よ
る
介
入
後
で
な
け
れ
ば
医
療
が
行
え
な
い
と
い
う
誤
解
が

医
療
機
関
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
衆
質
二
〇
五
第
二
二
号
（
令
和
三
年
十
月
八
日
提
出
）
及
び
衆
質
二
〇
六
第
一
一
号
（
令
和

三
年
十
一
月
十
日
提
出
）
の
質
問
主
意
書
で
指
摘
し
、
こ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
の
情
報
提
供
等
を
す
べ
き
と
考
え
、

政
府
見
解
を
伺
っ
た
。 

 

二
年
前
に
国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
当
初
と
比
べ
て
、
感
染
の
態
様
や
症
状
、
毒

性
等
も
変
化
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
見
識
が
社
会
一
般
に
も
広
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
「
二
類
相
当
」
で
あ

り
、
保
健
所
に
よ
る
介
入
後
、
特
別
な
医
療
機
関
で
な
け
れ
ば
医
療
が
実
施
で
き
な
い
と
い
っ
た
誤
解
が
十
分
に
解
消
さ
れ
て

お
ら
ず
、
発
熱
患
者
を
受
け
入
れ
な
い
医
療
機
関
や
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
場
面
で
も
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
の
過
剰
な
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対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
学
校
生
活
や
経
済
活
動
に
お
い
て
も
、
必
要
以
上
に
活
動
が

制
限
さ
れ
不
利
益
を
被
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
流
行
下
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
率

や
致
死
率
等
の
変
化
等
の
知
見
の
蓄
積
に
伴
い
、
流
行
当
初
と
現
在
は
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
感
染
症
法
上

の
位
置
づ
け
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


